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剛赫顎口虫に関する実験的研究

ラットおよび豚における

幼虫の体内移行と発育について

高倉吉正

(昭和62年11月１２日受領）

要旨

剛鰊顎口虫第３前期幼虫をラットに経口感染させると，幼虫は消化管壁を穿通して腹腔に出て近

接臓器に侵入するが，比較的速やかに筋肉へも移行する。ラット体内での幼虫の発育は，感染後３

日目より10日目にかけて急速に発育し，体長は10日目で感染時の約４倍になった。ラット体内で発

育させた第３後期幼虫を豚に経口感染させると，幼虫は腹腔に出て肝臓に集まり発育を行った後，
再び腹腔に出て胃漿膜面より胃壁に侵入し，ここで５週目頃より成虫の形態をととのえ胃粘膜面へ

出て胃粘膜面に頭球を穿入して寄生する。豚での発育は，虫体が肝臓内に移行する感染後３週目で

は感染時の第３後期幼虫の体長に比べ3.3倍に成長する。胃粘膜には５週目頃から成虫の形態を
とった虫体が出現するが，虫卵排出は感染後８週目以降であった。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｇ"αthostomaノlisPicmm，rat，pig，migration，development

材料と方法はじめに

近年アジア近隣諸国から輸入されるドジョウから検出

される小型の顎口虫幼虫によると思われる人顎口虫症例

が各地で発生しているが,本幼虫は赤羽ら(1982,1983)，

石井ら（l982a，ｂ），古賀ら（1984)，近藤ら（1984)，高

倉ら（1985）により剛疎顎口虫（Ｇ"αthostomaAispid脚m

Fedtschenko,1872）第３前期幼虫であることが明らかに

されている。また，この第３前期幼虫（ドジョウより採

取される小型顎口虫幼虫を第３前期幼虫とする）をラッ

トに感染させ，充分発育した第３後期幼虫（ラット体躯

筋内で発育し７週を経過した幼虫を第３後期幼虫とす

る）を豚に感染させると，豚の胃粘膜面に頭球を穿入し

て成虫となりうることを赤羽ら（1982），および高倉ら

（1985）は明らかにした。しかし本幼虫の宿主体内にお

ける移行経路や，発育についての研究は甚だ乏しい゜そ

こで著者はドジョウから得た剛鰊顎口虫第３前期幼虫を

ラットに経口的に感染させ，経時的にラットを剖検し，

その幼虫の分布と発育状況を詳細に観察すると共に，

ラット体内で発育させた第３後期幼虫を子豚に経口感染

させ，その体内での移行状況と成熟に至るまでの発育に

ついて観察したので報告する。

1)剛鰊顎口虫第３前期幼虫の採取とラットへの感染

輸入ドジョウ（主として中国産のMsg”〃"ｓα"g皿iZJ-

cα"｡αt皿s）は，金沢市内の淡水魚専門店から購入し，そ

のドジョウから肝臓を含む内蔵を摘出し，約20倍容の人

工胃液で，３時間消化し，消化液からの幼虫は高倉ら（198

5)の方法に準じて320メッシュで濾過し採取した。採取

した幼虫は寄生数の多かった小型幼虫のみを選び，生理

食塩水でよく洗い，Wistar系のラット（生後6-7週令，体

重2009,雄）に１頭当り100隻を，細いポリエチレン・

チューブを用い胃内に直接投与し感染させた。

2)ラットからの剛鰊顎口虫第３前・後期幼虫の採取

剛疎顎口虫第３前期幼虫感染ラットは，それぞれ６，

１２時間，１，２，３，５，７，１０日，２，３，５，７，

１０，１５，２０，３０週目にエーテル麻酔処理後放血死亡きせ

剖検を行った。剥皮後，皮下織，腹腔および胸腔内を生

食水でよく洗い，その洗浄液を静置し，その沈澄より幼

虫を回収した。胃，小腸，盲腸，大腸および直腸は切開

し，これら消化管腔内幼虫を集めた。また胃，小腸，盲

腸，大腸，直腸，肝臓，腎臓，脾臓，腸間膜，前立腺を

含む生殖器，心臓，肺臓，脳，横隔膜，腹壁筋，その他

の体躯筋などは，それぞれ20倍容の人工胃液で消化し，

前述の方法と同様にして幼虫を回収した。

回収幼虫は臓器毎に分け，生食水でよく洗い，数を調

べ，さらに'０％熱ホルマリン生食水に入れ固定を行い，金沢大学医学部寄生虫学教室
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腹部筋肉からも2.5％が検出された。その後は，消化管

壁の幼虫は減少し，幼虫が次第に全身の筋肉へと移行す

る。幼虫投与後30週目における検出率は66.5％であった。

この時期では，肝臓や他の臓器から幼虫は全く検出され

ず，全て筋肉から回収された。

2)ラット体内における幼虫の発育状況

幼虫のラット体内での発育はＴａｂｌｅｌおよびFig.２に

示した。投与前の幼虫の体長（平均値±標準偏差）×体

幅（平均±標準偏差）は，0.56±０．０９×０．０７±０．０１ｍ

で，感染後２日目頃まではあまり発育せず0.64±0.09×

0.07±0.08mmであった。幼虫は３日目頃から１０日目にか

けて急速に発育し，３日目には0.78±0.11×0.08±0.01

mm，１０日目には2.30±０．３３×０．１８±0.03ｍとなった。し

かし，それ以降は２週目では2.33±０．５２×０．２０±０．０３

mm,５週目でも2.84±0.31×0.23±0.02ｍとやや緩慢な

発育しか示さず，３０週目では3.15±0.23×0.25±0.02ｍ

となった（Fig.２)。

3)子豚に感染させた幼虫の体内移行ならびに寄生状況

ラット体内で充分発育させた剛鰊顎口虫第３後期幼虫

を子豚14頭に経口的に投与すると，これら幼虫はFig.３

に示したような移行経過をとり，最終的には胃粘膜面に

寄生していることを確認した。即ち，幼虫投与後１週か

ら19週までの検出幼虫数は13.0-53.8％とかなり変動が

承られた。投与された幼虫は，１週目には肝臓に27.7％

移行しており，消化管やその他の諸臓器から検出される

幼虫（0.3-0.8％）は極めて少なかった。以後肝臓では，

３週目には39.3％と最も多く，その後徐々に減少し19週

目では1.5％であった。肝臓内幼虫が最高となる３週目

には胃および肝リンパ節内に１部の幼虫（８．０％）は移

行した。胃では３週目に胃壁から7.0％が検出され，他

の消化管からは1.0％と少なかった。これら幼虫は，時

間の経過に従い多少の変動はあるものの，胃粘膜面に寄

生する虫体数が次第に増加し，１９週目には胃壁内から

1.0％，胃粘膜面からは17.0％であった。

4)子豚体内での虫体の発育状況

経口投与前の幼虫の計測値は，体長×体幅が3.23±

0.86×0.24±0.03mmであり，感染後の発育はＴａｂｌｅ２お

よびFig.４に示した。すなわち１週目の主として肝臓か

ら回収された虫体は，4.84±1.23×0.33±０．０５，，，３週

目で10.80±2.38×0.70±0.16111111と３倍以上に発育した

が，５週目以降はあまり発育せず第３後期幼虫の形態を

残していた。しかしこの時期に既に胃粘膜面に頭球を穿

入していた虫体は，著明に発育し頭球，頭球鉤列，体部

皮鰊などはほぼ成虫の形態を整えていた。５週目以降の

胃粘膜面に寄生している未成熟虫体はＴａｂｌｅ２に示した

ごとく５週目で雄虫は11.28×0.87mm，雌虫では，１０．５

６±1.55×０．９±0.15mm，７週目で雄虫は10.59±３．７５×

0.96±0.16mm，雌虫では9.44±2.73×0.90±0.16mm，１２

形態的観察に供した。

3)剛鰊顎口虫第３後期幼虫の子豚への感染と虫卵検査

子豚へ感染させた第３後期幼虫は，ラットへ１匹当た

り300隻の第３前期幼虫を経口的に感染させ，９－１２週後

にその体躯筋から前述の方法で得た幼虫である。この幼

虫を生後30日令（体重約７kg）のＬＷＨＤ系の子豚14頭

（雄９頭，雌５頭）に，１頭当たり200隻を前記ラットと

同様にポリエチレンチューブを用い経口的に投与した。

感染豚からの虫卵排出の有無は，幼虫投与後４週目以後

から週２回豚の肛門から直接採便を行い，ＡＭＳⅢ法に

より調べ，虫卵陽性の場合には虫卵数を算定した。

4)豚からの虫体の採取

剛鰊顎口虫第３後期幼虫を経口投与した子豚は，１，

２，３，４，５，７，１２，１４，１９週目のそれぞれの日

に，ペントバルビタール系麻酔薬（26mg／kg腹腔内注

射）により深麻酔後，放血死亡させた後剖検を行った。

放血した血液は4-5倍容の水に入れ，凝固を防ぐために

よく攪枠し70メッシュで濾過，残澄中の幼虫の有無を調

べた。剥皮後皮下組織，腹腔，胸腔は生食水でよく洗

い，その洗浄液を静置し，沈澄中の幼虫を回収した。消

化管内容および臓器からの幼虫は，ラットの場合と同様

にして回収し，その数をかぞえ，１０％熱ホルマリン生食

水で固定し，虫体の形態的観察に用いた。

5)病理組織材料の採取

感染ラットおよび感染豚の胃および肝臓を中心に組織

を採取し，１０％ホルマリン固定，パラフィン包埋，４，ｕ

ｍ薄切切片を作製，ＨＥ染色を行い，病理組織学的に観

察した。また，一部の感染ラットについては剖検30分前

に，１％Evans-blue液を0.5ｍｍずつ尾静脈より徐々に

注入し，消化管壁や腹腔内壁のEvans-blueに濃く青色に

染まった斑点部を採取し，圧平法により虫体の有無を確

認し，一部はこの部の病理組織学的観察のために10％ホ

ルマリン液で固定した。

成績

1)幼虫のラット体内移行ならびに寄生状況

剛疎顎口虫第３前期幼虫のラット体内移行ならびに

寄生状況は，Ｆｉｇｌに示した。感染後６時間より３０週

に至る各時期の幼虫検出率は１頭あたり平均５０．７％

（30.8-66.5％）であった。投与幼虫は速やかに腸管壁を

穿通し，腹腔に進み，それぞれの近接臓器に侵入した。

即ち，幼虫は投与後６時間目には，消化管内に12.0％み

られるほか，消化管壁，特に小腸に侵入したものが16.3％

と最も多く，胃からは14.8％，その他盲腸，大腸からも

検出された。この時間ではすでに腹腔内からも４．０％，

腹部筋肉からも2.3％の幼虫が検出された。１２時間目に

なると，33.3％の幼虫は消化管壁に侵入しており，腹腔

内に出たものは肝臓を含む近接臓器に計７．０％が侵入，

(2)
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週目で雄虫は16.96±2.54×1.44±0.22mm，雌虫は17.

45±２．０１×1.45±０．１５，，であった。また成熟した雄山

体は，Ｔａｂｌｅ２に示したごとく16.07±2.30×1.54±０．０９

ｍ，雌虫体は19.09±３．８３×１５４±０．１７ｍであった

（Ｆｉｇ４)。

5)豚より検出された虫体の形態

幼虫投与後５週目頃を境とし，胃粘膜面に頭球を穿人

あるいは胃壁内に寄生していたものをみると，虫体は発

育程度に応じてかなりの差異がみられた。検出された－

部の虫体は，頭球，頭球鉤および体皮鰊の配列とその形

態か成虫のそれとほぼ同様であった。また５週目以後の

胃壁より検出された虫体では，第３後期幼虫の形態を示

した角皮下に，成虫の形態を整えた虫体や，脱皮しつつ

ある虫体（FiglO）が見られた。胃粘膜面に頭球を穿入

していた虫体は，全て脱皮し，成虫の形態を整えていた。

6)子豚からの虫卵の排出状況

剛疎顎口虫第３後期幼虫を経口感染させた14頭の子豚

のうち長期にわたって虫卵排出の有無を観察した７頭に

ついては，４週目以降週２回，肛門から直接採便によ

り，ＡＭＳⅢ法で糞便検査を行った。その結果はTable

３に示したごとく，７週まではいずれの子豚からも虫卵

が検出されなかった。８週以後観察した３頭の豚から虫

卵か検出された。この豚３頭のうち1頭は56日目から虫

、

０．９ ３０Ｗ

０．５

Ｗ

0Ｗ０

0２

１０

【
】

０．１

０

００

４Mｍ２３０．５ １

Ｂｏｄｙ Ｌｅｎｇｔｈ

Ｒｅｌａｔｉｖｅｇｒｏｗｔｈｏｆｂｏｄｙwidth，esophagus

andcervicalsaclengthtobodylengthof

larvaerecoveredfrominfectedrats

Abbreviations：ｈ，hours；ｄ，days，

ｗ；weeks，

Fig.２

Ｇｒａｐｈｉｃｓｕｍｍａｒｙｏｆｎｕｍｂｅｒａｎｄｌｏｃａｔionofwormsrecoveredfrominfectedpiglets

Eachpigletwasorallyinfectedwith200advancedthird-stagｅｌａｒｖａｅｏｆＧハisPid"mrecovered
frominfectedrats、

Abbreviations：Ｎ，Numberofpigletsexamined；Ａ，Abdominalcavity；Ｍ，Mesentery；Ｍｕ，

Muscleofabdominalwallanddiaphragm；ＮＤ，Ｎｏｔｄｏｎｅ；－，Negative；＋，Positive；

鰯鰯:Stomach,::;:;:!:!:Smallintestine,譲騨OthersNh､:AbdominallwalL

Ｆｉｇ．３

(4)
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Ｎ
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ＭｕｃｏｓａＷａｌｌ ＡＭ＿Ｍｕ．Ｌｉｖｅ「０the｢ｓＴｏｔａｌ Oｖｉｐｏｓｉｔｉｏｎ

１
２
３
４
５
７
２
４
９

ｓ
１
１
１
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２
２
１
２
２
１
１
１
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２０

■
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・
５

Ｉ

Ⅲ
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Ｉ

■
←
【
）

．
コ
ー

､１ｂ’２１o'３１ｄ４Ｉｏ５
￣可
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－１
二二コ

二コ

［

［

＝二］

二コ

３
０
８
０
０
５
Ｏ
ｏ
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
４
３
４
１
０
３
３
９

２
３
５
４
３
４
１
２
１

０
０

Ｎ
Ⅱ
Ⅲ
一
一
一
十
十
十
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Tabel2Measurementsofthewormsrecoveredfrompigletsinfectedwith２００advancedthird-stagelarvae

ofG・hisPidz4m

SizesofWorms＊
Weeks

after

infection

Ｎｏ．ｏｆ

ｗｏｒｍｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｓｅｘ

ｏｆｔｈｅ

ｗｏｒｍｓ
Ｈｅａｄ－ｂｕｌｂ

ｗｉｄｔｈ

Cervical

saclength
Ｂｏｄｙ
ｗｉｄｔｈ

Eｓｏｐｈａｇｕｓ
ｌｅｎｇｔｈ

Ｂｏｄｙ
ｌｅｎｇｔｈ

７
１
１
６

０
１
１
１

●
●
●
●

０
０
０
０

＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜
，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

必
仇
開
閉
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

０
０
０
０

２
０
３
５

０
５
６

１
３
３
３

２
０
０

●
●
●
●

●
●
●

０
０
０
０

０
０
０

＋
｜
＋
｜
＋
｜
＋
｜

＋
｜
士
士
，
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｍ
蛆
乃
Ⅲ
的
Ⅲ
皿
冊
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
２
２
２

５
７
６
７

５
６
６
２
５
９
７

０
１
１
１

１
１
１
２
１
０
１

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

士
十
一
十
一
十
一

十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

３
２
０
８
７
０
６
０
４
５
４
４

３
５
７
６
８
９
９
９
４
４
５
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１

３
６
４
２

２
３
９
６
１
８
９

０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
■

●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

士
十
一
十
一
十
一

十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一

２
８
４
３
７
５
７
３
２
３
７
１

２
２
３
３
４
４
４
４
５
５
５
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４．８４±１．２３

８．２６±２．３１

１０．８０±２．２８

９．９０±２．４１

１１．２８

１０．５６±１．５５

１０．５９±３．７５

９．４４±２．７３

１６．９６±２．５４

１７．４５±２．０１

１６．０７±２．３０

１９．０９±３．８３

８
６
６
８
１
３
４
０
６
３
９
５

２
２
０

１

１

１
２
３
４
５

Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｆ

７

１２

１９

Thewormsrecoveredfromthepigletｓｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍｗｅｅｋｌｔｏｗｅｅｋ４ｗｅｒｅａｌｌｌａｒｖａｅ

Ｔｈｅｗｏｒｍｓａｔｗｅｅｋ５ｔｏｗｅｅｋｌ２ｗｅｒｅｐｒｅ－ｍａｔｕｒｅｏｒｙｏｕｎｇａｄｕltworms、

Ｔｈｅｗｏｒｍｓａｔｗｅｅｋｌ９ｗｅｒｅａｄｕｌｔ．

＊：Ｍｅａｎ±SDmmAbbreviation：Ｍ：Maleworms，Ｆ：Femaleworms，ＮＤ：Ｎｏｔｄｏｎｅ

卵の排出が認められ，ＥＰＧは366であったが，１２週目に

は38と減少したため剖検したところ，胃粘膜面に17隻

（雄成虫６隻，雌成虫２隻，雄未熟成虫６隻，雌未熟成

虫３隻）の虫体が検出された。また他の1頭は８０日目

に虫卵陽性となりＥＰＧは92であったが，それ以降14週

目の剖検時まで虫卵の排出が認められなかった。しかし

剖検の結果胃粘膜面に４隻（雌成虫１隻，雄未熟成虫３

隻）の虫体が寄生していた。残りの１頭は同様に８週目

より虫卵の排出を確認，８４日目にはＥＰＧが380に，１９週

目の剖検時204であり34隻（雄成虫22隻，雌成虫４隻，雄

未熟成虫５隻，雌未熟成虫３隻）の虫体を確認した。

7)病理組織学的所見

Ｄラットの病理組織学的所見

第３前期幼虫が侵入したラット消化管壁および腹壁内

面では感染後3-5日目に，Evans-blueの濃青色斑部に幼

虫が検出される場合が多かった。幼虫投与6,12時間後に

おいては，多くの幼虫は既にこの濃青斑部より移動して

いた。幼虫投与後６時間目頃より胃粘膜上皮においては

幼虫侵入による破壊がみられ，腸管粘膜においても侵入

中の幼虫を認め，さらに粘膜下織や輪走筋に達したもの

も認められた。これら幼虫周囲の細胞浸潤は比較的軽微

であった（Ｆｉｇ５)。しかし既に幼虫が穿通あるいは移行

したと思われる虫道周辺には中程度の好酸球，好中球の

細胞浸潤と浮腫が観察された。この傾向は12時間目でざ

ｍ、

２ ｌ９ｗ

Ｗ

／

0

１９Ｗ

Ｍ'
０５

趾、

０

０２

、
１５ｃ０．３ Ｏ５

Ｂｏｄｙ

ｌ

Ｌｅｎｇｔｈ

ＲｅＩａｔｉｖｅｇｒｏｗｔｈｏｆｂｏｄｙｗｉｄｔｈａｎｄｅｓｏｐｈ－

ａｇｎｓｌｅｎｇｔｈｔｏｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｏｆIarvaerecov-

eredfrommfectedpiglets.・

Abbreviation：Ｗ，Weeks，

Ｆｉｇ．４

(5)
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Tabel30vipositionandrecoveriesofthewormsfrom7pigletsinfectedwith200

advancedthird-stagelarvaｅｏｆＧｈｉｓＰｉｄｚｍｚ

Oviposition
Ａｄｕｌｔｏｒｙｏｕｎｇａｄｕｌｔ
ｗｏｒｍｓｒｅｃｏｖｅｒｅｄ

Ｗｅｅｋｓｆｒｏｍ

ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

ｔｏａｕｔｏｐｓｙ

ＥＰＧ
Prepatent

period

Duration

（days）
Ｍｉｎ－Ｍａｘ・ Males Females

５
５
７
７
２
４
９

１
１
１

↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑

、
。
、
。
１
Ｐ
ｏ
ｎ
ｄ
０
，
．

１
（

＊
＊
＊

７
】
１
４

↑
↑
↑
↑
↑
↑
↑

４
、
。
１
２
６
３
５

＊
＊
＊

６
０
２
？
】

６
０
６

５
８
５

８
１
７

２
７

36-366

９２

３－３８０

－ｹNegative；ＥＰＧ，Ｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇｇｓｐｅｒｇｒａｍ，

＊；Adultworms；十，Youngadultworms

らに顕著となった。肝臓では，好酸球を伴う細胞浸潤，

虫道と思われる穴が数多く見られるようになるが，幼虫

は確認出来なかった（Fig.６)。肺では2-3週目に出血や

血管周囲に好酸球を含む細胞集積が認められたが，虫体

は検出されなかった。感染後５日目腹壁筋など体躯筋内

から幼虫の断端が見られ，３週以降では限局性の肉芽組

織の形成が認められた（Fig.７)。

2)豚の病理組織学的所見

幼虫は感染後１週目ですでに肝臓に達しているが，肝

臓は2-5週にかげて退色肥厚が進み，その硬度を増して

くる。組織学的には，２週目では中心静脈周辺に出血像

と小葉間結合織に好酸球を伴う細胞集積がみられ，さら

に７週目では，小葉周囲間質にも好酸球を伴う細胞浸潤

を認め）虫道と思われる部分に繊維芽細胞の増殖像と巨

細胞の出現も観られた。３週目では，胃漿膜面から穿通

し輪走筋に達する幼虫がみられ（Fig.８)，虫体周囲には

好酸球を伴う円形細胞の浸潤が観察された。胃粘膜面に

頭球を穿入している虫体の周囲にも好酸球を伴う細胞集

積が観察された（Ｆｉｇ９)。

考察

著者ら（1985）は生後30日令のＬＷＤＨ系子豚８頭に

ラットから回収した剛鰊顎口虫第３後期幼虫の35-50隻

を経口または直接腹腔内に接種したところ，そのうち６

頭が虫卵を排出し，感染後８４または105日目の剖検を

行った２頭より成虫（計17隻）を得，子豚が好適な宿主

ではないにしても少なくとも終宿主になりうることを報

告した。赤羽・真子（1986）はドジョウから得た第３前

期幼虫275隻を生後1.5ヶ月の子豚に経口感染させたとこ

ろ，８４日には糞便中に虫卵を検出し，剖検で成虫を得て

おり，第３前期幼虫も終宿主体内では発育し，成虫とな

りうることを示した。一方，ケンミジンコ内の第３前期

幼虫が豚に感染するとの報告（Golovin,1956；Ｄｉｓｓａｍａ－

ｒｎｅｔａＺ.,1966;Daengsvang,1972;ＷａｎｇｅｔａＪ.,1976）も

ある。

今回ラットでの感染実験では，幼虫は速やかに消化管壁

を穿通し，腹腔に出た後腹腔内諸臓器を経て体躯筋へ移

行し，筋肉内被襄は21日以降から認められた。また，少

数ではあるが，胸腔，肺臓や心臓からも幼虫が検出さ

れ，このことは腹腔に出た幼虫が横隔膜を穿通して胸腔

に入り肺や心臓にも侵入しうることを示している。有鰊

顎口虫（Gsp〃9Ｆγz4m）の宿主体内移行や発育ついては

これまでに多くの報告（相良・’953；植木・’957；平川

・１９５９；西久保・’961）がある。相良（1953）は有疎顎

口虫幼虫の筋肉内被嚢を26日目より認めている。箸:者の

剛鯨顎口虫幼虫のラット感染実験ではほぼ１週間前後で

ほとんどの幼虫が腸管壁を穿通し，肝臓等腹腔臓器を経

て1-3週にかげて逐次体躯筋内に移行することが明らか

になった（Fig.１)。またラット体内での虫体の発育をみ

ると，感染後３日以降１０日目にかけては急激な発育をと

げ，それ以降は緩慢となった。感染後10日目までの体長

に対する体幅の発育は劣成長を示した。先に赤羽（1984）

は輸入ドジョウ由来の顎口虫第３前期幼虫をラットに感

染させ，感染後15-45日に回収した虫体を第３後期幼虫

と考え，体長に対する体幅，頭球長，頭球幅，食道長，

頸嚢長の発育を相対成長式に当てはめた結果，これらの

体長の発育に対して劣成長をすることを報告している

が，著者の観察結果もほぼ同様であった。

次に子豚への経口感染実験では，２－３週にかけて

27.0-39.3％とほぼ投与幼虫のｌ／３が肝臓に移行した。

(6)
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Figs5-7、HistopathologicalfindingsofthelocationshownbyEvans-bluetechniqueininfectedrats・

Ｆｉｇ．５．ＡｌａｒｖａｏｆＯ"ａｔ/zostw7zaAisPidⅨwmigratingintothemusculaｒｌａｙｅｒｏｆｔｈｅｓｍａⅡintestineatday

lofinfection・Theinflammatoryresponcesaroundawormwerehardlyseen・

Ｆｉｇ．６．Ｌｉｖｅｒａｔｄａｙｓ７．Thereismassiveroundcellinfiltrationintheintralobulartissues・

Ｆｉｇ．７．Theadvancedthird-stagelarvasurｒｏｕｎｄｅｄｂｙｔｈｅｉｎｆｌａｍｍａｔｏｒｙｃｅｌｌｓｉｎｔｈｅｍｕｓｃｌｅｔｉｓｓｕｅｓｏｆ
ａｂｄｏｍｉｎａｌｗａｌｌａｔｗｅｅｋｓ３

Ｆｉｇｓ８＆9．Histopathologicalfindingsoftheinfectedpiglets

Fig8、ＡＩａｒｖａｐｅｎｅｔｒａｔｉｎｇｔｈｅｓｅｒｏｓａｔｏｔｈｅｍｕｓｃｌａｒｌａｙｅｒｏｆｔｈｅｓｔｏｍａｃｈａｔｗｅｅｋｓ３ｏｆｉｎｆｅｃｔｉｏｎ・

Fig.９Theanteriorpart(head-bulb)ｏｆｔｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｉｎｔｈｅｍｕｃｏｓａｌｌａｙｅｒｏｆｔｈｅｓｔｏｍａｃｈｏｆｔｈｅｐｉｇｌｅｔ
ａｔｗｅｅｋｓｌ９ｏｆｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

Ｆｉ９．１０．Amoltingwormrecoveredfromthestomachｗａｌｌｏｆｔｈｅｉｎｆｅｃｔｅｄｐｉｇｌｅｔａｔｗｅｅｋｓ５．Underthe

sheath，thewormmorphologicallyreachesmaturity（Ｓ：sheath）

(7)
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ブタに与えた実験．寄生虫誌，35,161-164.
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その後５週目以降の胃粘膜面に頭球を穿入して寄生して

いる虫体は全て成虫の形態をととのえていた。このこと

から剛輔顎口虫の豚体内での発育は比較的速いと思われ

る。ただ，胃壁内より検出された虫体の中にはまだ幼若

虫の形態を残しているものも混っており，また脱皮中の

虫体も観察された。消化管を穿通し腹腔に出た幼虫は肝

臓に一時的に集り，ここである程度発育し，再び腹腔に

出て胃漿膜面より侵入し，胃壁内で脱皮を行い，ほぼ成

虫の形態を整えて胃粘膜面に頭部を穿入して寄生するも

のと考えられる。

ラットおよび子豚における幼虫移行部位の病理組織学

的所見は，虫体周辺部または幼虫が移動したと思われる

虫道部に，多数の好酸球を伴う円形細胞浸潤と浮腫が認

められた。これは人の皮層顎口虫症にみられるcreeping

diseaseの組織所見に一致しており，本虫によるアレル

ギー反応が関与していることを示唆している。また，今

回行ったEvans-blue投与により幼虫が寄生していた部

位に一致して青色斑が出現した。Ｌｅｗｅｒｔ＆Ｌｅｅ（1951,

1954）は数種蠕虫類が宿主体内に侵入する際，虫体由来

のcollagenaseまたはhyaluronidase様物質が虫体侵入部

位の組織多糖類を融解し，侵入を容易にするものと考察

している。今回の所見から，本顎口虫幼虫の宿主への侵

入も同様機序で行われているものと推察される。
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! Abstract !
I i

EXPERIMENTAL STUDIES ON GNATHOSTOMA HISPIDUM FEDSTCHENKO, 1872:

MIGRATION AND DEVELOPMENT OF THE LARVAE IN THE RATS AND PIGLETS

YOSHIMASA TAKAKURA

{Department ofParasitology, School ofMedicine, Kanazawa University, Kanazawa City, Japan 920)

In order to clarify pathogenesis of Gnathostoma hispidum infection in man, experimental infec

tions with G. hispidum larvae to rats and piglets were carried out, with special reference to migration and

development of the worms in the animals. The early third-stage larvae were collected from the imported

loaches {Misgurnus anguillcaudatus) from the mainland China. The early third-stage larvae orally given

to rats began to penetrate the intestinal wall and moved to the abdominal cavity within 12 hours after

infection (Fig. 1). The larvae transiently invaded the liver and finally moved into the muscles of the

inner wall of the abdomen 3 weeks after infection. The migrating larvae of 10 day infection were about

4 times larger in size than that of the pre-infection larvae (Table 1). In the infected piglets, the majority

of the larvae worms began to move into the abdominal cavity after living for about 3 weeks, and then

invaded the stomach wall. The worms lived finally in the stomach wall mucosa and reached maturity

after 7 weeks of infection. The worm recovery rates from piglets were constantly about 50% at 1 to 3

weeks after infection (Fig. 3). The worms in the piglets markedly increased in size from 3 weeks and

reached maturity in the stomach wall 56 days or later after infection (Table 3). In three infected piglets,

the G. hispidum eggs in the feces were detected 56, 56 and 80 days after infection, respectively (Table 2).

Morphological observations and measurements of the worms in both rats and piglets were carried

out and histopathological findings were also presented.
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